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都
市
と
し
て
の
形
が
整
つ
で
も
、
そ
の
中
で
空
活
す
る
市
民
が
不
健
康
な
環
境
に

お
か
れ
て
い
て
は
主
ら
な
い
。
市
民
円
安
全
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
半
活
環
境
整

機
計
百
聞
を
き
め
繍
か
く
計
磁
し
、
ニ
れ
を
着
実
に
実
施
し
た
い
。
こ
れ
は
公
開
緑
地

的
確
保
を
は
じ
め
、
住
宅
、
社
会
一
溺
社
、
清
婦
、
公
害
な
ど
広
範
な
計
樹
で
あ
る
う

公
民
館
の
総
/
、
打
線
計
官
、
ん
宮
市
的
事

業
、
指
導
詩
的
養
成
等
を
お
も
主

役
沼
り
と
す
る
ョ

絶
反
公
民
館
は
一
小
学
校
低
に

一
館
町
現
体
制
酬
を
踊
融
緩
さ
せ
‘
地

反
住
民
に
直
結
し
た
運
営
を
行
な

い
、
学
区
の
増
加
等
か
ら
七
銭
を

新
設
し
一
館
を
改
築
す
る
。

社
会
体
育
で
は
市
民
的
生
活
に

と
け
込
ん
だ
体
力
づ
く
り
と
ス
ポ

ー
ツ
的
向
上
を

g
擦
と
し
て
隊
上

競
技
、
喜
被
球
技
場
を
備
え
た
脇
臨

ん
け
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
市
街
地
周
辺
に

造
成
す
る
。
こ
の
醤
穣
は
八
万
九

千
平
万
山
川
、
事
業
費
は
五
億
一

T

万
m
門
で
、
ほ
か
に
運
動
広
場
干
か

所
と
小
体
育
銭
的
整
備
を
図
る
、

者
中
Ja
サ
対
策
で
は
初
説
、
浦
市
特

業
務
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
間

ぐ
る
み
の
鑓
金
管
成
活
動
体
制
を

と
と
の
え
る
。
ま
た
、
余
酎
唱
を
告

効
に
務
用
で
き
る
施
設
の
繋
備
に

議
K
R
を
お
き
、
今
後
新
築
さ
れ
る

公
民
館
に
は
滋
き
輩
、
隠
喜
一
追
を

描
悶
え
る
ほ
か
揖
丹
市
ア
年
(
ち
び
っ
こ
)

広
場
は
一
…
十
か
所
、
二
五
平
方
H
U

を
沼
成
し
、
自
然
穏
境
に
恵
ま
れ

た
遊
び
場
を
欄
提
供
し
て
い
く
。

高
い
教
養
が
要
求
さ
れ
て
い
る
近
く
間
開
館
す
る
。
博
物
館
は
抵
漏

滋
代
、
そ
の
生
括
的
中
で
市
史
的
積
子
一
百
平
方
日
喝
、
事
業
費
二

学
習
意
欲
を
綾
部
盤
的
に
援
掛
し
て
犠
一
千
ニ
百
万
汚
で
‘
履
史
、
議

生
涯
教
育
的
援
興
に
努
め
る
。
鏡
、
民
族
、
産
業
、
白
熱
科
学
等

ま
た
中
市
民
的
数
脊
文
化
へ
の
意
的
内
容
を
も
っ
た
地
方
色
の
あ
る

叩
欲
的
高
ま
り
と
あ
い
ま
っ
た
施
設
総
合
崎
博
物
鎗
と
し
て
設
議
す
る
。

沙
問
的
繁
鱒
拡
充
を
懸
っ
て
い
く
。
公
民
館
内
活
動
的
中
識
と
し
て

わ
一
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ヲ
ち
既
に
建
中
央
公
民
館
を
新
設
す
る
。
こ
の

耕
一
成
し
た
図
警
鐘
は
な
お
資
料
の
充
建
物
両
閥
横
は
約
千
七
仔
平
右
行
、

。
裕
一
実
に
努
的
、
醐
晴
立
努
少
年
金
銭
も
事
業
唆
↓
鎗
六
千

A
E万
円
で
金
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小
中
学
綾
町
究
輩
、
生
徒
数
が
ま
で

議
竣
釣
に
変
ぽ
、
ヲ
し
て
い
〈
な
か
六
機

で
、
通
学
区
滅
的
一
再
綴
戒
を
行
な
業
費

う
に
は
、
一
校
当
た
り
の
学
畿
数
ヒ
、
小

を
小
学
校
三
十
、
中
学
校
二
十
題
学
校
六
校

学
綴
議
後
的
議
正
な
規
模
に
し
て
‘
と
中
学
校
三
校
の

各
地
域
に
均
矯
の
と
れ
た
状
態
で
新
設
を
聞
出
る
。
こ
れ
ら

魁

援

し

て

い

〈

。

.

の

校

舎

は

い

ず

れ

も

鉄

総

コ

〆

ク

し
た
が
っ
て
、
滋
初
五
十
怨
年
リ

i
ト
一
一
一
階
建
て
と
し
、
学
校
現

ま
ち
の
議
議
と
経
済
は
、
璃
る
い
、
醐
離
か
な
却
棚
上
申
づ
く

り
の
原
動
力
だ
。
そ
の
脊
戒
と
振
興
に
カ
を
法
ぎ
た
い
。

平

描

略

的

晶

融

業

は

大

都

市

と

近

畿

人

工

魚

捕

時

五

し
た
立
識
を
生
か
し
、
曲
蹴
地
の
用
一
一
畠
綴
の
設
還
を
行
な
い
‘
資
糠
町

一
途
区
分
を
璃
緩
に
し
て
生
産
性
的
一
増
議
獲
を
聞
出
品
。
ま
た
市
場
町
夜

間
一
滋
い
艦
購
業
経
営
を
脅
威
発
援
会
、
せ
一
揚
施
設
の
改
修
阜
、
水
産
物
処
理
加

は
一
て
い
〈
。
ま
ず
、
幾
築
基
盤
的
整
一
ヱ
場
内
建
設
な
ど
、
漁
業
総
設
の

E
P
一
銭
に
は
特
に
カ
点
、
を
お
き
、
約
一
命
一
一
議
織
を
実
務
す
る
e

さ
ら
に
漁
業

三
時
十
キ
ロ
日
に
珪
ぷ
幾
造
的
改
修
や
一
の
義
毅
で
あ
る
漁
港
に
つ
い
て
は

が

一

か

ん

が

い

、

株

本

'

町
出
践
的
改
良
な

y

一
を
器
拡
盤
解
一
部
桝
離
?
率
的

問

昌

明

行

な

う

ま

た

落

差

一

輔

さ

罫

却

制

H
V

滋
同
議
喝
唱
ゐ

四

守

吋

』

前

脚

r
E
2
3
d
轟
轟
轟
記
主
d
p

診
g射
場

品

1
1

一
野
菜
、
組
晴
樹
簡
な
ど

1
1
J

・、
d

電

電

司

ー

一
的
欝
護
団
地
の
造
成
や
萄
接
的
問
一
拍
相
模
別
珂
口
町
機
砂
排
絵
な
ど
、

一
織
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
続
一
漁
港
機
能
町
維
持
増
進
と
と
も
に

叩
た
な
公
害
、
畜
産
公
害
を
妨
ぐ
た
一
漁
港
格
設
の
慾
備
拡
充
を
拙
閣
議
約

}
一
的
、
ふ
ん
尿
処
理
施
設
は
重
点
的
一
に
機
進
し
て
い
く
。

内
山
一
に
繋
舗
を
怒
る
。
一
描
開
業
振
興
的
基
本
方
針
と
し
て

機
軸
世
襲
的
減
少
傾
向
に
縫
む
本
一
一
時
、
園
周
辺
都
市
町
発
展
で
繍
小
さ

識
は
一
校
当
た
り
一
万

六
千
平
方
行
と
す
る

e

ま
た
既
設
絞
め
学
級
橋
瀦

に
対
し
て
も
二
百
数
援
の
増
設

を
目
見
込
み
.
闘
車
内
運
動
場
や
水
泳

プ
i
ん
は
全
校
に
撃
鱗
し
、
給
量

誘
惑
場
は
合
理
的
な
管
醐
鳴
を
考
滋

し
て
共
同
開
噛
調
理
場
方
式
に
切
り
替

え
、
約
問
問
滋
九
千
万
円
師
事
業
繋

「教育文化計額J でi率、あすの平塚をになうこどもたちが、

鍛造力壌かな、良識と行動力をもったおとをになって〈れるよ

う、平塚方式的計額を議ゥた。また、おとなの教育文化への吸

収意欲的弱まりと樹ま勺て、生波数脊的援興と育成を占十両した。

で
殴
か
所
に
議
設
を
盤
犠
す
る
と

と
も
に
中
学
校
内
完
全
給
食
も
笑

識
す
る
。

幼
時
世
盤
は
訓
私
立
幼
維
留
め
収
容

定
員
と
町
議
撃
を
十
分
間
臨
機
し
な

が
ら
、
一
年
保
習
の
市
立
幼
時
推
劉

(
一
回
臨
当
た
り
五
学
級
)
を
六
麹
新

設
す
る
a

れ
つ
つ
あ
る
薦
勢
図
的
拡
大
を
間
四
一
致
を
行
な
い
そ
の
振
興
を
聞
出
品
。

り
、
制
欄
古
陣
地
方
的
中
心
商
業
都
市
一
ま
た
、
既
存
企
業
の
設
鵬
閣
の
大
慢

と
し
て
の
機
能
を
築
た
す
た
め
の
一
化
、
技
術
革
新
な
ど
に
よ
り
生
産

禁
盤
を
整
織
し
て
い
く
。
そ
の
た
一
慌
の
向
上
を
指
導
し
、
市
街
地
に

的
、
駅
北
口
お
よ
び
務
口
鶴
辺
溜
一
あ
る
工
場
は
適
地
へ
誘
導
し
て
、

鹿
臨
聞
の
再
開
発
を
行
な
う
と
と
も
…
公
審
問
問
題
を
解
鴻
し
て
い
く
。
そ

に
‘
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
の
共
同
議
一
の
た
め
、
中
小
A
X
業
街
地
的
造
成

設
の
設
震
に
対
し
て
は
積
極
的
に
一
や
貼
融
資
制
制
度
を
充
実
し
た
い
。
さ

助
成
す
る
。
さ
ら
に
駐
車
場
町
確
一
ら
に
勤
労
者
の
福
初
厚
生
と
産
業

保
、
押
民
衆
駅
前
建
設
促
滋
、
総
務
一
振
興
の
た
め
、

A

一
億
七
千
万
円
を

の
綾
営
改
警
や
飯
轄
の
開
拓
宇
ど
一
投
七
、
一
一
一
千
六
忍
平
方
H

川
町
産
業

P

I

-

-

勤
労
会
館
を
惑

竺
事
〉

A

柔

和

相

互

設

す

る

。

丹
説
的
@
ジ
臨
時
明
議
醜
鷺

j
j

霊
平
を
中
心

d

j

!

と
し
た
丘
陵
と
掘

に
つ
い
て
も
識
鐙
約
に
施
策
を
進
一
浜
地
帯
は
‘
自
然
環
境
を
保
護
し

め

て

い

く

。

一

な

が

ら

剛

開

発

し

、

花

街

植

栽

や

ハ

昭
和
日
一
十
年
代
か
ら
多
く
の
金
一
イ
キ
ン
グ
コ
!
ス
の
務
機
と
必
民

業
が
進
出
し
、
+
市
勢
発
壌
の
一
一
興
…
プ

l
ル
円
建
設
を
行
な
う
。
ま
た

を
に
な
っ
て
き
た
工
業
は
、
今
後
一
七
夕
ま
つ
り
は
‘
い
っ
そ
う
充
実

も
適
地
に
公
答
の
な
い
企
業
内
議
一
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

高13



ら つ か 号外{品)

w る祉のにああかの し柱広 にたきる 当での場内 れい市
幼 わ と 町 子 実 る る 年 基 こ た を く 言 十 よ 総 、 昭 そ 然 あ の なみわ 1%喜己づ市
党たこた事事施昭がの本町のた意函つ合:事1このつ利る な が な 議 〈 筏
にくろめ化喜和、実計檎がて見のて関寸践でこで談窓(~平らのリが
愛しだのが源開ニ務濁恕基て主策策発年十新とはをいん塚なも l主宰
をは。事{まに十円計をにみ;‘犠瓦定書十円四市でなはつの市いと

量産かも五計量覇、基調華こ取にし部長年建あらかきもは 。に$主
脅市 はらら年函をきづ怒れしあたを繊度設るなるや丹、 ‘政生
少政 毒量れ tl~室町定らいでにてた。、援に計~、た、で i 討会活
年的 実、たは初めにてあ肉、つ 市望日繭 ニめ あ六 麗殺を
に モ に市務、年た前 1るづ問て 民にきの との部る万 的にお
夢 Y 実 E記事す療の績か。けつは のたつお は施のか 1市 :こわく
をト 熔福重量ででで五年 を師、 千つづわ 策もら民 すたる

i 幸 、 すった
おと 2 めて的

主主三 事室喜多韓Aよく曙るい競翻ァ 34 
。

カるに語圏 寸 "0-r拡が有てー官官 γ で得ヤに
をいお」 ある γ 希
二皇自の る書事チ望
τか i晶ダ d崎臨臨λ と市フを
す主 L イ だ達書 t:!得て /簿務総 た塚て少 ばのづレ2住いジニ。実。十 議選議轟 ( 1こ れい ji'i < J お
Jみたエこ にそ都平 ?鱒欝畿 なみ人もなの土リズ年
りよだスに 実れ市議 、書議欝 るき主脊〈努をこと寄
翌いきト「現にに iこ 警護麟私 より、宇土カもそしり
せ都:を平 iこ は し 住 A 謡緩転議畿欝滋鑓畿融蜘 うを t主ももを つ IVてに

iH市塚問てむ選盤玄襲撃欝 tzt一丸野てま i事
も7解見 主高汁襲撃韓議麓襲警 とてく勺て臼たれ饗
のり皐み合 、、発たを 鵬明時欄…欄一 に逃きも品 い 々 め が を

?に子守な書語 、計い味いい幸民場れそあへらなげか、 f{!る織的支“
時二'ぺ害発 こ函もわ感っせがののれるんたつ H¥らそうい。ぃ市環を
品。協明ん計 とを円いヒばを 市立ぞ e でいた I>Y.L ~、 っ政しキ

。
。

都

市

は

ひ

と

た

び

勺

く

る

と

な

一

場

、

立

体

克

菜

、

鉄

道

専

の

交

通

一

て

工

費

街

路

町

交

通

事

情

を

議

化

さ

せ

て

か
な
か
壊
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
一
地
設
と
の
む
機
的
主
つ
な
が
り
を
一
一
仮
称
)
を
架
設
す
る
?
い
る
た
め
、
総
工
費
削
悶
億
一
J
十万

り
、
思
い
切
り
の
よ
い
基
務
相
1

備
一
も
た

fon

一
ま
た
、
市
街
地
内
円
未
改
良
部
一
円
を
投
ヒ
て
車
は
八
橋
演
翼
線
、

を
行
な
う
巴
要
が
あ
る

G

特
に
道
一
ヂ
塚
山
道
路
舗
は
、

M
円
近
五
時
一
分
が
残
る
街
持
に
つ
い
て
は
札
場
一
同
は
平
塚
海
岸
秦
野
線
(
第
一
紡

時
は
都
市
町
動
厭
で
あ
り
、
こ
の
一
線
、
県
選
ト
路
線
を
下
軸
に
泣
一
岡
地
内
カ
ら
撫
子
原
地
内
に
至
る
一
様
跨
明
)
町
立
体
交
差
を
行
な
い

税
備
な
く
し
て
は
円
滑
な
都
市
治
一
ら
れ
て
い
る
が
十
後
は
市
街
地
一
平
単
太
磯
梅
岸
線
、
市
街
地
を
妓
一
市
域
南
北
町
連
係
を
強
め
る
。
ま

動
は
期
待
で
き
な
い
。
そ
こ
て
廷
一
田
川
辺
町
間
開
発
が
進
む
と
ニ
ろ
か
ら
一
け
絶
地
区
に
至
る
平
塚
山
下
線
、
一
た
県
内
子
に
よ
っ
て
他
に
ご
か
所

時
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
上
地
科
一
こ
の
地
域
と
市
街
地
と
を
結
ぶ
街
一
中
型
地
試
を
通
る
機
軒
諏
訪
町
線
一
的
立
梓
交
義
が
行
な
わ
れ
る
。

出
計
百
四
や
地
域
的
開
発
計
画
、
と
間
一
路
の
務
備
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
一
ほ
か
し
八
路
線
的
改
良
を
行
な

-1
一
こ
う
し
た
街
路
を
五
体
に
、
さ

体制
H

を
保
ち
な
が
ら
、
駅
前
広
一
た
め
江
陽
中
学
校
凶
慨
を
通
り
北
一
こ
れ
い
つ
路
線
の
繍
り
よ
う
と
し
て
一
ら
に
鎖
的
臼
の
よ
う
に
広
が
る
つ
一

十
九
万

μ
に
及
ぶ
一
殺
市
道
に
つ

い
て
は
議
裳
に
重
点
在
議
善
、
市

日
目
的
利
潟
穫
や
地
域
的
開
発
状
況

を
考
識
し
な
が
ら
、
五
百
二
十
一
一

時
線
↓
一
十
万
M
M

的
措
調
装
を
行
な
い

舗
装
車
を
現
在
の
一
一
十
析
か
ら
一

躍
八
十
軒
に
上
げ
る
。
ま
た
、
橋

り
ょ
う
は
訣
田
川
を
渡
る
橋
と
し

て
青
井
静
糊
ほ
か
↑
一
一
鏡
、
錯
叫
に
ほ

白
ひ
げ
橋
ほ
か
一
一
一
議
、
金
扇
叫
に

は
前
河
原
線
、
本
神
備
な
ど
、
あ

わ
せ
て
十
二
緩
を
架
設
す
る
。
こ

の
総
事
業
費
は
一
二
億
五
千
万
円
で

あ
る
。

F
水
道
が
あ
る
。
公
共
下
水
滋
事

業
は
す
で
に
市
域
内
排
水
ば
を
!
ハ

つ
に
反
切
り
、
そ
の
つ
東
部
排

水
区
に
つ
い
て
は
現
姦
施
行
中
で

あ
る
が
、
ま
ず
こ
の
残
事
業
を
概

算
内
十
丘
億
円
で
を
了
さ
せ
る
。

ま
た
こ
れ
と
並
行
し
て
東
部
ポ
ン

プ
場
が
須
賀
に
、
そ
し
て
籾
模
川

流
域

F
水
滋
事
業
内
右
僚
処
理
場

が
問
之
寓
に
議
設
さ
れ
‘
ニ
的
施

設
が
稼
動
す
る
〉

蕪
秩
序
な
市
街
地
化
を
妨
ぐ
た

総若手の濃霊審査書めと総合覇軍発針護軍事普

こ
れ
と
時
を
円
問
ヒ
く

L
て

市

民

の

で

あ

っ

て

も

、

上

位

計

頭

、

つ

に

訴

え

る

装

置

の

利

用

や

申

政

映

で

き

な

い

事

実

で

あ

る

。

的

意

回

都

を

反

映

さ

せ

る

た

め

、

市

ま

リ

需

の

計

極

に

合

致

し

た

も

の

極

的

製

作

に

取

り

組

む

舎

一

方

‘

こ

れ

か

ら

の

運

営

に

あ

議

会

議

員

を

は

じ

め

、

公

共

的

河

で

な

〈

て

は

な

ら

ず

、

ま

た

、

国

ま

た

財

政

に

つ

い

て

は

も

今

後

た

っ

て

は

消

費

的

経

費

を

極

力

節

体
的
役
員
や
学
識
経
験
者
等
一
一

f

や

刷

掃

の

按

動

を

受

け

る

事

業

も

決

も

財

源

の

灘

保

と

緩

全

な

対

数

遂

約

L
M
段
出
の
平
均
間
十
れ
れ
以
上

平
塚
市
総
合
欄
発
計
制
閉
そ
作
成
え
方
や
工
業
山
出
荷
額
、
商
業
綴
売
五
人
で
構
成
す
る
審
議
会
委
員
が
し
て
h
y
h
n
t
な

い

か

り

で

あ

る

や

営

を

絞

け

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

十

を

投

資

的

経

費

に

娠

ワ

向

け

る

。

z

す

る

に

あ

た

っ

て

ま

ず

、

専

門

高

等

的

自

一

穂

も

あ

わ

せ

て

定

め

た

。

委

嘱

さ

れ

、

平

塚

市

総

合

開

発

計

一

一

}

年

後

円

平

塚

市

像

を

決

定

年

限

に

総

額

七

百

九

十

億

円

的

議

こ

の

投

資

的

経

費

四

十

軒

れ

は

昭

和

一
家
目
立
場
ケ
句
客
観
的
に
一
議
市
ニ
の
将
来
山
樺
や
臼
擦
を
基
礎
に
し
画
審
議
会
が
発
足
し
た
。
す
る
た
め
に
は
‘
市
議
会
的
議
決
一
市
政
的
基
本
は
、
市
民
福
祉
の
型
電
子
計
算
組
織
の
導
入
を
阿
国
つ
人
今
一
見
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
議
題
十
一
四
年
度
県
下
丹
市
平
均
一
一
一

1

日
マ
乞
診
断
し
て
も
ら
う
た
的
昭
紹
て
現
況
と
問
題
点
を
は
鐙
し
、
計
昭
和
四
十
四
年
九
月
に
は
基
本
を
経
な
け
れ
ば
な
句
な
い
と
地
方
一
向
L
主
司
襟
に
、
最
h
y
の
経
費
で
て
、
事
務
的
大
量
処
珂
と
情
報
的
人
の
も
と
と
な
る
の
は
、
全
体
町
五
が
れ
に
比
べ
て
は
る
か
に
世
間
い
。

剖
一
刻
寸
年
九
月
宜
ι
滅
工
業
大
学
一
h

題
作
成
の
作
業
に
は
い
っ
た
。
構
恕
一
が
、
ま
た
、
十
一
月
に
は
基
自
治
法
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
て
主
的
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
あ
合
礎
的
活
照
的
体
制
を
整
え
る
。
五
十
三
官
を
占
め
る
市
縦
で
あ
る
投
資
的
経
費
一
は
十
年
間
で
よ
一
ぎ
司
令

;
車
中
助
教
綬
に
「
平
塚
市
総
合
問
問
草
花
開
闇
雲
市
町
は
獲
の
た
め
の

4

つ
本
計
一
醐
が
審
議
会
に
藷
同
さ
れ
、
そ
こ
で
昭
和
町
内
十
五
千

A

月
基
本
一
品
。
こ
の
た
め
、
行
政
能
率
的
向
ま
た
・
市
民
と
市
政
的
分
離
を
紡
が
、
同
時
に
収
益
事
業
収
入
が
費
十
億
円
で
あ
リ
、
そ
の
使
途
は
・

1
一
計
画
策
定
の
た
め
の
恭
本
構
想
に
の
方
法
と
し
て
は
、
住
民
実
態
調
延
べ
十
ニ
留
に
わ
た
る
会
議
一
詰
構
想
圭
議
案
と

L
・
恭
本
計
十
聞
は
一
上
を
討
す
し
て
組
織
の
介
理
化
と
ぐ
た
め
‘
現
在
町
広
報
軒
町
広
輯
霊
な
財
源
と
し
て
十
八
行
慰
霊
ま
都
市
碁
盤
整
犠
一
白
内
十
七
億
円

年
一
掬
す
る
隷
査
研
究
」
を
委
託
し
た
。
変
を
実
地
し
て
街
民
的
意
向
を
裁
か
れ
、
活
発
主
意
見
的
交
換
の
後
、
資
料
と
し
て
市
議
会
に
提
出
さ
札
一
事
務
沼
崎
中
化
を
は
る
。
特
に
中
旗
線
全
t
Eに
加
え
て
‘
慢
糠
党
れ
て
い
る
こ
と
も
見
品
Z
9
こ

と

丹

教

習

文

化

九

す

八

億

円

制
一
日
日
明
記
長
時
計
七
十
時
訪
日
四
日
四
日

A
C
u
-
-
1

ト
ー
韓
両

1
1
|

対

NUE説明日興
J
h
m

昭
一
の
計
警
標
が
報
告
さ
れ
た
。
い
う
こ
と
か
ら

4
わ

た

し

円

ヂ

室

町

段

階

に

あ

た

っ

て

は

、

:

ハ

日

議

決

完

婚

制

¥

舞

h
F
Z
輔

汽

一

司

誠

司

¥

ム

一

一

一

行

財

政

六

億

円

主

で

は

こ

の

報

告

書

を

;

絵

題

作

文

の

募

集

も

立

つ

室

内

競

待

に

こ

た

え

る

た

め

て

こ

こ

に

計

f
d
2て/
口

敦

主

魁

一

で

あ

奇

に

昭

和

六

十

関

年

寄

磁

人

口

;

万

全

的

対

策

を

議

ぜ

h
れ

る

よ

ヲ

事

確

定

し

た

長

{

二

信

感

講

評

一

一

な

お

こ

の

計

画

内

容

は

長
官
民
た
抗
出
向
け
ば
す
い
れ
A
m
i
h
M
M
A
M
-
M
L

岳

、

一

弘

-

f

t

~

一
孟
¥
一
日
日
刊
誌
向
日
計

れ
る
よ
う
に
と
い
う
基
本
的
事
課
で
も
研
究
、
議
査
が

2
2
こ

は

県

と

の

協

議

が

行

な

わ

れ

た

。

を

受

け

て

毒

昨

ペ

エ

官

事

一

守

、

六

ぷ

一

・

旬

、

市

町

カ

で

は

及

ば

な

い

重

度

に

た

っ

て

四

つ

の

将

来

像

を

設

徐

々

に

計

翻

案

が

煮

つ

め

句

れ

で

こ

れ

は

益

事

行

政

と

市

民

と

計

画

が

作

成

さ

叩

/

一

，

W
f嫁
，

決

γ

k

l

¥

了
つ
い
て
は
、
国
際
等
師
事
業

定

た

。

ま

た

‘

土

地

制

括

的

考

い

っ

た

。

町

総

意

の

も

と

に

つ

く

ら

れ

た

も

れ

た

。

‘

/

♂

へ

い

「

/

ゾ

/

一

と

し

て

行

な

う

よ

、

長

議

す

る

。

将
来
的
平
塚
市
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た

立
場
に
あ
る
市
由
民
五
人
的
方
々
に
車
窓
な
意
見

を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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